
群馬工業高等専門学校　2012 年度シラバス　8008820106AA/20130330

( 科目コード：8008820106AA)

【改訂】第 1 版（2012-02-09）
【科目】企業論
【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】専攻科共通・1 年次
【担当教員】

樋口 博
宮越 俊一
木村 哲也
古賀 義朗
磯部 稔
岡本 潤
えび澤 恭一

【授業目標・教育方針】
企業活動とはどういったことかについて、その基本的な考え方について学習し、今後のキャリア形成の一助とするこ
とが本講座の目的である。企業経営や研究開発における管理・運営の経験を有する学内外の講師から種々観点に基づ
く講義を受け、企業人としてのものの考え方や取組み姿勢、思考態度を知ることを通じ、将来の研究・開発技術者と
しての視点を育む。

【授業概要】
本科目の総授業時間数は 11.25 時間である。
企業の社会的役割と企業活動の概要、ものづくりと製品化に向けた企業努力、人材の育成、エンジニアのあるべき姿、
学生時代に何を学ぶべきか等について、企業経営・運営経験者からなる学内外の講師がそれぞれの観点から講義する。

【成績評価方法】
［前期］レポート：100%，その他：それぞれ異なるテーマで 5 人の講師が講義を行い、各講師ごとにレポート課題を
出す。提出されたレポートにより、担当講師が成績評価を行う。

【本校の学習・教育目標】
◎ (B) 技術的課題解決のための幅広い工学基礎の知識を身につける．

- 1 -



群馬工業高等専門学校　2012 年度シラバス　8008820106AA/20130330

【授業計画】（授業名：企業論）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 0 回 ガイダンス ・授業の概要　
・授業のねらい　
・授業の進め方　
・レポート

（担当：樋口）
第 1-2 回 企業経営概論 ・企業の目的と企業経営

・企業の活動と仕組み（経営計画・経営組織）
・製造業の現状と経営革新
・エンジニアリングスペシャリストとしての心構え

講師：株式会社アイム　社長　木村 哲也 氏

レポート 1

第 3 回 働くことと学ぶこと－長年企業
経営に携わって感じていること
－

・学生時代の「思い」と企業でのギャップ
・企業経営に携わって気づいたこと
・何のために働き、何のために学ぶのか
・豊かさについて－喜びや豊かさを感じる心－
・これからの社会を担う皆さんへ

講師：コガックス株式会社　会長　古賀 義朗 氏

レポート 2

第 4 回 売上日本一のヤマダ電機の「創
造」と「挑戦」

・創業のきっかけ、経営理念、社会的責任活動
・危機に直面するたびに創造力で大きく成長
・失敗を恐れずに挑戦して大きく飛躍
・接客日本一をめざした結果が売上日本一に
・スペシャリストに期待すること

講師：株式会社　ヤマダ電機
　　　取締役 兼 執行役員専務　岡本 潤 氏

レポート 3

第 5 回 21 世紀を乗り切る力－自分力高
め志を共にする先輩・仲間を大
切にして－

・過去の勝ちパターンが用をなさなくなった時代の　
変化
・自分力が低く、発信力のない人・企業は成長しな　
い
・自分力を高めるには成功体験、失敗体験どちらが　
大切か？
・自分力を高めるためのスキルとは？
・自分に不足している人間力を補う秘策とは？

講師：元・株式会社　沖データシステムズ　社長　
　　　群馬高専特命教授　磯部　稔 氏

レポート 4

第 6 回 いかにして変化に対応し続ける
か―存在価値のある企業を目指
して―

・変化に対応できない企業は消えていく
・変化を引き起こす原因と変化の内容
・変化に対応するための技術革新
　　－新規性・先進性・独自性・優位性－
・技術者の志と意気込み

講師：関東精機株式会社　社長　えび澤 恭一 氏
　　　

レポート 5

第 7 回 企業における研究開発現場の管
理・運営

製薬会社における新薬研究開発の現場と仕事の取り組
み、人材育成等について

講師：元・第一三共株式会社
　　　群馬高専　一般教科（自然）教授　宮越 俊一

レポート 6

第 8 回 企業における開発設計現場の管
理・運営

総合電機メーカにおけるシステム開発設計の現場と仕
事の取り組み、人材育成等について

講師：元・三菱電機株式会社
　　　群馬高専　電子情報工学科教授　樋口 博

レポート 7
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